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(３) Girolamo Pompeo Battoni（1708-1787)イタリアの画家、《ジョーゼフ・リーソンの肖像》1744、《大司教マンシの肖
像》1769などを制作。Anton Raphael Mengs（1728-1779)ドイツの画家、Gedanken über die Schöneheit und den
Geschmack in der Malerei, 1762（ヴェンケルマンに献呈）でも有名。Francesco Ferdinandi（ LʼImperiali）






(６) Guercino（本名 Giovanni Francesco Barbieri）（1591-1666）カルラッチに学び、カラヴァッジオの影響のもと、ボ
ローニャで活躍。
(７) ゲインズバラがレノルズに宛てた書簡は、王立美術院に残されている。W. T. Whitley, Thomas Gainsborogh, 1915, p.
307参照。






(12) Salvator Rosa の絵は、Devonshireʼs collection にある。レノルズは Sébastian Bourdon（1616-1671）の《Paysage
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という制度の結果、英国画派が生まれうるならば、これはこの国家が既にあらゆる学問領域において傑出した人物を生みだ
してきたことによって獲得してきた栄誉に少なからぬ補足となることでしょう。」という言葉の中に、強くみてとれる。こう
した願いを体現した画家として、レノルズはゲインズバラをみなしたのである。
ゲインズバラの技法や技量についてのレノルズの考え方は、既に第８講話で語られたスケッチに関する考え方と重なる。
レノルズは、スケッチと完成された作品とを比較して、スケッチが鑑賞者の想像力を強くかきたてることを以下のように説
明している。「確かに、画家が一般に自分の作品のために描くスケッチや素描は、こうした想像の快をかなりの程度与えま
す。構成や性格描写といった着想が、言ってみれば単になぐりがきにすぎないわずかな未規定の素描から、想像力は恐らく
画家自身が生み出すことができないほど多くのものを提供します。従って、完成された作品はスケッチが生じさせる期待感
を裏切ってしまうことがよくあるのです。そして、この想像の力は、偉大な画家による素描のコレクションを見る際の大き
な快の一因なのです。スケッチにおいて表現されているこれらの一般的な着想は、詩の中によく用いられている技法に実に
よく対応しています。ミルトンの『失楽園』のイヴの有名な描写の美しさの大半は、一般的で漠然とした表現だけを用いて
いることにあるので、どんな読者も自分に固有の想像力――彼なりの美や優美や表現や威厳や愛らしさの観念――に従っ
て細部を作りあげるのです。しかし、画家はキャンバスにイヴを描く時、確固たる形と、はっきりと表現された自分の美の
観念を与えなくてはならないのです。
我々は、この場合にも、また確かに他の場合にも、完全で完成された作品においては、未規定の様式やなんらかの種類の
漠然とした着想を推薦できません。それゆえ、何かを想像力に委ねるというこの思いつきは、我々の藝術においてかなり定
着し必要不可欠となっている規則と対立するのです。その規則とは、画家は絵の中に導入されるものすべての正確な形と性
格とを正確かつ適格に知っているかのごとく、あらゆるものを入念にかつ明瞭に表現しなくてはならない、というものです。
これが我々にとって学問とか学識とか呼ばれるものです。それは、不確かで疑わしい美のために、犠牲にされたり捨て去ら
れてはなりません。そういった美は、本来我々の藝術には属してはいないので、恐らく探し求めたところで成功することは
ないでしょう。」（第８講話）経験ある画家にとっても意図的というよりも偶然の結果に見える引っ掻いたようなゲインズバ
ラのスケッチのような線や跡は、結局のところ無頓着に依るものではなく一種の魔術的な力によるものであり、アカデミー
的な教育制度の中では推薦できない手法ではあったにせよ、それまでのイギリス絵画にはない斬新な絵画的手法としてレノ
ルズの心を強く引きつけたのである。
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